
当社取締役会が備えるべきスキルの考え方 
 

当社は、当社の経営理念である「４S モデル」の追求を通じ、中長期に亘る持続的な利益成長と企業価値向上の実現を

目指しており、この「4S モデル」をベースに、「JT ならではの多様な価値を提供するグローバル成長企業であり続ける」

ことを、目指す企業像（ビジョン）として定めています。 

 

その中で、当社は、当社取締役会が全社経営戦略及び重要事項の決定並びに経営に対する実効性の高い監督を実現させ

るために、その構成について以下の観点により、人事・報酬諮問委員会において取締役会の構成に関する議論を重ねてい

ます。 

 取締役の員数を 15名以内の必要かつ適切な範囲とし、ジェンダーや国際性、職歴、人種・民族・文化的背景等の多

様性に係る観点に加え、当社取締役会が備えるべきスキル等を考慮の上で、企業人としての高潔な倫理観・知識・経

験・能力を兼ね備えた多様な人財により構成する。 

 監督機能の強化及び経営の透明性の観点から中長期に亘る持続的な利益成長と企業価値の向上に寄与する資質を備

えた独立社外取締役を取締役の３分の１以上選任する。 

 

当社は、当社取締役会がその役割・責務を適切に果たすために、当社の経営理念、ビジョン及び経営計画等に照らして、

各取締役に対して、以下の分野における知識・経験を活かした能力（＝スキル）の発揮を特に期待しており、現時点にお

いて、取締役会全体として必要なスキルが備わっているものと考えています。 

 

当社が特にスキルの発揮を期待している分野 

 当社の経営理念である 4Sモデルをベースとした経営戦略・経営管理・事業戦略等の「企業経営」 

 グローバルに事業を展開する JTグループにとって必須となる「グローバルマネジメント」 

 当社の経営活動・事業活動に係る意思決定のベースとなる「財務、会計、資本政策、金融」及び「法務、コンプライ

アンス、リスクマネジメント」 

 JTグループの競争力を強化する上で重要な経営基盤の一つとなる「IT／情報セキュリティ」 

 ステークホルダーの利益を最大化し、持続的な利益成長と長期的な企業価値向上を図る上で、当社の企業活動の根幹

にある「コーポレート・ガバナンス」 

 当社が経営の中核と考え、4S モデルに基づき、マテリアリティ分析を踏まえて戦略を策定している「サステナビリ

ティ／環境、社会」 

 注力分野の一つとして、当社グループのすべての従業員が仕事にやりがいを感じ能力を最大限発揮できるよう推進し

ている「D＆I／組織、人財マネジメント」 

 事業の更なる発展・成長に向けた戦略策定・施策実行を企図する「事業開発／M＆A」 

 

また、監査役においても、取締役の職務執行を監査する監査役の役割・責務に照らして、「財務・会計・資本政策・金融」、

「法務・コンプライアンス・リスクマネジメント」、「コーポレート・ガバナンス」におけるスキルの発揮を特に期待して

おり、現時点において、監査役会全体として必要なスキルが備わっているものと考えています。 
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